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あらかわ市民環境サポーター（三ツ又沼）

調

整 整

三ツ又沼
ビオトープ
保全管理

○JR上尾駅、川越駅より東武バス
○入間大橋バス停より徒歩約20分

■｢水｣､｢空気｣､｢土｣､｢太陽の光｣と、こ
の４つを土台に｢野生の生きもの｣が暮
らしています。これら５つの要素がふ
くざつに関係しあってつくる世界を
“自然生態系”といいます。
人間の生活も、バランスのよい自然

生態系のもとになりたっています。自
然生態系が守られてはじめて私達は生
きていくことができるのです。

土台が一つでも汚された

りバランスがくずれると

生きものも姿を消します。

人間も生きられません。

三ツ又沼周辺は、かつて荒川と入間
川が合流していた流れのなごりがあり、
昔からの荒川らしい自然が残る大切な
場所です。この貴重な自然をずっと残
していけるようにと、地元の環境団体
や地元の住民などが、｢ここを守ってほ
しい」と荒川を管理する荒川上流工事
事務所（当時）に相談しました。
国はそれを受けて、三ツ又沼周辺の

土地を買い取り、全体13ヘクタール
の生きものが暮らす場所をつくり、平
成13年から「三ツ又沼ビオトープ」と
名付けて、この場所を守ることにしま
した。

荒川の河口(東京湾)から上流に４８ｋｍのぼった
ところ、埼玉県上尾市、川越市、川島町の境の荒川
河川敷にある、三ツ又沼ビオトープ｡「ビオトープ」
は、ドイツ語で、地域の野生の生きものがくらす場
所、という意味です。
三ツ又沼とそのまわりには、昔から植物が豊かに

茂り、鳥やトンボなどたくさんの生きものがくらし
ています。海をこえてやってくる鳥などにとって
も大切な自然です。

カイツブリの親子

三ツ又沼ビオトープをよくするため
に必要な、保全管理活動の方法や時期、
自然の状況などについて、いろんな人
が関わり、いっしょに
○考える　○計画する　○取り組む

○調べる　○調整する　○報告する　

○見守る　○見直す　

など、協力しています。

三ツ又沼ビオトープパートナーシップ推進会議
関係する人達が、三ツ又沼ビオトープの保全・

管理・利用の方針などについて話し合います。

三ツ又沼ビオトープ保全調整ミーティング
環境団体・あらかわ市民環境サポーターを中心

に定期的に集まり、具体的な保全管理活動の進め
方の確認・協力や情報交換をします。

たくさんの生きものに喜んですんで
もらうために、三ツ又沼ビオトープを
どうやって守るのがいいのか、話し合
いました。
そして、今のままの自然をそっと残

しておく場所や、もっといい自然を戻
すために協力して活動する場所などを
決めました。
たとえば、こんな活動をしています。

■環境・利用状況などを調べています。

■外国の草を抜いています。

■木を植えたり、手入れをしています。

三ツ又沼ビオトープ保全調整ミー
ティングの様子

助言・指導
活動参加、
環境教育推進

広報、活動
個人参加

地域団体

活動参加・
協力

活動・環境教育
の実施・協力

草･ゴミ処分､
広報

参加関心

三ツ又沼ビオトープの保全管理に関わる主な主体と役割分担

人々が、自然・
生きものとふれ
あう環境教育の
場として活用し
ていきます。

生きものが主役とな
る、沼や池のまわり
の草はら、林などの
いろいろなビオトー
プを守り育てます。

生態系ピラミット
せいたいけい

荒川

荒川

入間川

明治時代

現在

三ツ又沼ビオトープのれきし

洪水を防ぐために

川の流れをつけ替えた

荒川の水と緑の
ネットワークの
重要な拠点とし
ます。

そのために･･･

三ツ又沼ビオトープの方針

入間川

みんなでいっしょに　 ～パートナーシップによる河川管理～

環境教育における活用

自然のしくみとつながり　 ～三ツ又沼ビオトープはなぜ大切なの？～ あらかわ市民環境サポーター制度

1年以上の経験を
積んで、研修等を
受けると･･･

保全管理の中心的リーダーとして活動します。。

三ツ又沼ビオトープは、
野生の生きものが主役です。
生きものからのお願いを守りましょう。

わたしたち

からのお願い

★観察路(木道)からおりないで観察
しましょう。
★動物、植物はみるだけ。とらないで
ください。
★魚をとったり、放したりしないでく
ださい。
★まわりの農地、農道、ゴルフ場には
入らないように。
★ゴミは自分で持ち帰ってください。
★火は危険なので使わないでください。
★私たちはこわがりなので、ペットは　
つれてこないでください。
★車は専用の駐車場にとめてください。

三ツ又沼ビオトープには、いくつも
の種類のビオトープがあるので、いろ
いろな生きものが訪れます。

サポーターになるには

三ツ又沼ビオトープで
行われる保全管理活動 ※に

3回以上参加

活動内容 見回りと報告・保全管理活動等のサブリーダー
特典 認定証・腕章を支給

希望・申請

あらかわ市民サブ環境サポーター(三ツ又沼)

あらかわ市民環境サポーター(三ツ又沼)

こんな仲間を増やすために、荒川上流河
川事務所が認定･登録するボランティア。

荒川の貴重な自然である三ツ又沼ビオト
ープを大切に思い、共に守り育てる人

あらかわ市民環境サポーター(三ツ又沼）
って？

地元自治会

■ビオトープは、川、草はら、森など、
地域の野生の生きものがくらす場所で
す。多くの生きものは、いくつものビ
オトープを必要とします。

あらかわ市民環境サポーター事務局
荒川上流河川事務所

・活動の調整・広報
・環境教育の推進
・会議の運営　など

あらかわ市民環境
サポーター事務局

林
落ち葉の下で冬眠。

ニホンアカガエルの場合

草はら
カエルになった
らエサをとる。

みずべ
オタマジャクシが育つ。

水
大気

土
太陽の光
（地熱）

大拠点
中拠点

小拠点

川や樹林などの自
然を拠点でつなぐ

ビオトープネットワークのイメージ

高次消費者

消費者

生産者

分解者

専門家

活動実施・指導、
観察、情報収集

環境団体 河川管理者

地方自治体

教育関係
機関

管
理
方
針

管
理
計
画

推進会議

局備整方地東関省通交土国 行発

所務事川河流上川荒

 修監 会協系態生本日 人法団財公益

むかし

荒川と入間川は

くっついていた

流れの一部が

“三ツ又沼“として

残った。

調

国土交通省　関東地方整備局

荒川上流河川事務所
あ ら か わ じょ う りゅ う か せ ん じ む し ょ

〒350-1124 埼玉県川越市新宿町3-12

電話　049-220-0145 (河川環境課)
URL http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/

三ツ又沼ビオトープは、体験を通して
周辺の市民や子ども達が荒川の自然に
ついて学ぶ場としても活用しています。

例）

○学校の総合的な学習の時間

○学校教員の研修

○生涯学習　

募
集
中
！

活動予定はホームページ
でも確認できます。

※

くわしくは、あらかわ市民環境サポーター
事務局までお気軽にご連絡ください。

■たくさんのビオトープがそろい、つな
がっていればいるほど、生きものがあふ
れる豊かな自然になります。
荒川のまわりでは今、残っているビオ
トープを守り、なくなったものはつくり
育て、川を軸につなげています。
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表

山ヶ谷戸

平方三ツ又沼

入間大橋バス停

ゴルフ場

出丸小学校跡地

入間川

入間大橋 開平橋

三ツ又沼ビオトープ

駐車場・トイレ

川越運動公園

下狢（南）
上大屋敷

鴨田東

入間大橋

JR
川越駅方面

JR
上尾駅方面

埼玉医科大学
総合医療センター

アクセスマップ



◇◇◇ 秋に銀色の穂がかがやくオギの草はらは、時々

水につかる場所にあります。小さなホンドカヤ

ネズミは、オギの葉を使い丸い巣をつくります。

昆虫が多く、幼虫は野鳥たちの貴重なえさにな

ります。

荒川が氾らんするしめった環境や水ぎわなどの

代表で、希少な草花も共に育ちます。水をきれ

いにする働きもあります。ヨシの根元でくらす

小魚やヤゴ、巣をつくる野鳥、えさをとるイタチ､

など､生きもの達でにぎわっています。

荒川の流れから離れた池や沼に水草が葉を広げ、

ミクリ､タコノアシなどの希少植物が点々と姿を

見せます。魚、トンボ、水鳥のいこいの場です。。

大雨が降り、上流から水が流れこむと、昔の川

のようになります。

ヤナギの林 オギの草はら ヨシの草はら みずべ（池や沼・昔の川の路）

環境団体などが主に週末にボランティアで行っ
ているビオトープ保全管理活動には、だれでも楽
しく参加できます。
日にちは、荒川上流河川事務所のホームページ

やハンノキ広場の看板などを通じてお知らせしま
す。サポーター事務局にもお問い合わせください。

外
国
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
を
こ
ま
め
に

抜
い
て
い
ま
す

湿地に生えるタチヤナギ、アカメヤナギ等の

樹液や葉を求めて昆虫が集まり、野鳥も集ま

ってねぐらとします 。 コムラサキの幼虫はヤ

ナギの葉を食べて成長します。春に種のわた

毛がふわふわと舞う様子は幻想的。

◇

生きものがもっとあふれるこんなビオトープをめざしています！

●市民がはぐくむビオトープ （保全管理活動）

●子どもがはぐくむビオト－プ

～荒川ハンノキプロジェクト～

・ この他、ハンノキ林、クヌギ・ムクノキ林なども守り育てます。

最近では外国の魚・ザリガ

ニ ・ カメ ・ カエルなどが 、み

ずべにすむトンボのヤゴをは

じめ、小さな昆虫や魚を食べ

ることが問題になっています。

◇ヨシの他、希少種を含めたい

ろいろな植物が芽を出すよう

に、一部のヨシを冬に刈り取

り 、春の日当たりをよくしま

す。

◇コムラサキなどがずっとすみ

続けられるヤナギの林と、ま

わりの湿地が一体として残る

ように 、調査をしながら見守

ります。

◇ 外国の植物は、日本にもとも

と生えていた植物が育つ場所

をうばい、その植物が好きな

動物もいなくなるので、取り

除きます。

◇

コムラサキ

ハンゲショウ

ノコギリ
クワガタ

ホンドカヤネズミ

ヨシゴイ

ハナムグラ

オオヨシキリ

ヒシ

メダカ

カワセミ

セッカ

ギンイチモンジ
セセリ

春
に
か
わ
い
い

草
花
出
て
お
い
で
！

ワ

シ

イ
ワ

シ

イ

ヨ
シ
を
刈

て
運
び
出
し

ま
す

斜面林斜面林

ヤナギの林ヤナギの林

オギの草はらオギの草はら

三ツ又沼三ツ又沼

ヨシの草はらヨシの草はら

三ツ又沼ビオトープには
沼や草はらがあり、さまざまな
生きものが訪れます。。
なつかしい出会いや新しい発見を
見つけに来てみませんか？

ようこそ
三ツ又沼ビオトープへ

大 き さ は カ ラ ス く ら い 。 時 々

三ツ又沼ビオトープにえさ（主

に野鳥）をとりに訪れるよ。上

空でカラスがさわいでいたら、

空を見上げてみよう！

オオタカ

ホンドカヤネズミ

尾をのぞいた身体の大きさは

6cm。日本で一番小さな野ね

ずみ。春と秋にオギ原のなか

に丸い巣をつく り 、子育てを

するよ。

湿地の場所をながめていると、
昔の川の流れを感じます。

かいろうかいろう

ハンノキ広場
（情報スポット）

（上尾方面）
荒川・西野橋

クヌギやムクノキの苗を植えて林を育
てています。

クヌギ、ハンノキ、
ムクノキなどが連な
り、木陰がさわやか
な散策路です。

駐車場・トイレ

（川島方面）
入間川・県道339号

観察路

ミクリ

みずべにはえる植物。

高さは０．５～１．５ｍほど。。

6～８月に実をつけるよ。

最近、各地でみずべが

失われ、数少なくなった

植物のひとつ。

埼玉県の蝶ミ ド リシジ

ミの幼虫のエサとなる

ハンノキは荒川流域で

減りつつあります。

こ の プ ロ ジ ェ ク ト は 、、

地元の小中学生をはじ

めとする市民がハンノ

キを種から育てて植え

戻すプロジェクトです。

学習活動にも役立てら

れています。 管理作業用
スペース

植物をふみつけないように観察路（木道）を通
ります。観察路の下はイタチなどの生きものの
通り道にもなります。

タ
ケ
が
増
え
す
ぎ
て
い
る
の
で

タ
ケ
ノ
コ
を
と

た
り

大
き
な
タ
ケ
を
切

て
い
ま
す
！

か
ぐ
や
姫
も
見
つ
か
る
か
な
？


